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要 旨
PNQ 得点 は ， 生計を 理由 に し て い る 群 ら よ り も 有
意 に 高 い値 を 示 し た 。 ま た ， PNQ 得 点 は 勤 労意欲
の下位概念 の モ チ ベ ー タ モ ラ ー ル の得点 と 有意の正
の偏相関係数を 示 し た 。 さ ら に ， 婦長の企業帰 属 意
識の下位概念の組織の 目 的 ・ 規範 等 の 得 点 と ， 婦 長
の PNQ 得点 と の 聞 に正の相関 を 示 し た 。 こ れ ら の
結果か ら ， 看護婦 の就労理由 ， 勤 労 意 欲 ， 企業帰属
意識は かれ ら の看護の専 門 的 自 律度 に 影響 し て い る
こ と が示唆 さ れ た 。
富山県内 の公立病 院 に就労す る 161 名 の 看 護婦 を
対象 に ， Pankratz Nursing Questionnaire ( PNQ) 
の 日 本版， 企業帰属意識測定尺度， 勤労意 欲 尺 度 等
を 用 い ， 看護婦の就労理 由 ， 勤労意 欲， 企 業 帰 属 意
識等の就労姿勢が専 門 的 自 律度 に お よ ぼす影響 を 検
討 し た 。 生 き が い を 理 由 に 働 い て い る 看 護 婦 の
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は じ め に
仕事に対 し て や る 気 （勤労意欲） の あ る 人間 は 自
己 実 現 欲 求 が 高 く ， 深 く 自 我 関 与 （Job
Involvement ） す る か ら だ と 云 わ れ て い る 1 ） 。 目 的
と す る こ と を そ の 人独 自 の方法で達成 し よ う と す る
と ， 自 己理解がで き ， 自 発的で な け れ ば な ら な い 。
自 己理解 ， 自 発的であ る と 云 う 条件 は 自 律的 人 間 の
特徴 と 云 わ れて い る 2 ）。 つ ま り ， 仕 事 に 対 し て や る
気 の あ る 人 間 は か な り の 自 律性 を 備 え て い る こ と に
な る 。 ま た ， 自 律的 な 人間 と は ， 自 分 自 身 の 潜 在 能
力 と 可能性 に 目 的 を も っ た方向づけ を 与 え る 意志決
定がで き ， 現実の制約の範囲 で 自 分の行動 に 責 任 の
と れ る 人 間 であ る と 云 わ れ て い る 3 ） 。 一見 ， 企業 帰
属意識を も っ組織人 間 と し て の特徴 と は 相容 れ な い
こ と の よ う に 感 じ る が， 組織 と い う 制約 の 中 で ， こ
の よ う な行動ので き る 人 間 こ そ が 自 己統制 の で き る
自 律 的 人 間 だ と 云 え る 。 そ れ は 自 己統制 の で き る 人
間 は 自 己 を 肯定す る こ と も で き る が， 果敢に 自 己 を
滅却す る こ と も で き ， 自 己の欲求 を 統制 で き る ば か
り で な く ， 利他主義 （ altruism） の行動 も と る こ と
がで き る か ら であ る 4 ） 。
し た がっ て ， 看護婦の場合 も 病 院 と い う 組織 的 制
約 の な か で 自 分の価値観 ・ 規範 と 組織の価値観 ・ 規
範等 と の 間 で 自 己統制 し ， 自 ら の 意志決定で行 動 で
き れる な ら ば， 組織 人 間 であ っ て も 自 律性の 高 い 看
護婦 と 云 え る 。 さ ら に仕事 を 「生 き がいJ と し て い
る 人 間 は ， 自 己実現 を 期待 し て仕事に深 く 自 我 関 与
し て い る こ と に な り ， 自 律度が高 い こ と が予 測 で き
る 。
以上 の見解か ら ， 本研究 で は Pankratz Nursing 
Questionnaire ( PNQ） を 使用 し ， 看護婦 の 専 門 的
自 律度 を 測定 し ， 就労理由 ・ 勤労意欲 ・ 企業 帰 属 意
識等 の就労姿勢 の違 い に よ る 影響 を 調べた。
対象およ び方法
対象は富 山県内 の300床以上 の 6 公立 病 院 に 就労
す る 看護婦200名 を 無作為 抽 出 し ， 調 査 に 同 意 の 得
ら れた 161名 と し た 。 そ の 内 訳 は 婦 長 19名 ， 看 護 婦
142名 ， 男性 6 名 ， 女性155名 ， 未婚99名 ， 既婚62 名 で
あ っ た 。 年令区分で は26歳未満55 名 ， 26～31歳 未 満
23名 ， 31 ～41歳未満63 名 ， 41 歳 以上 20 名 ， 看護婦経
験年数の区分で は 3 年未満41 名 ， 3 ～ 6 年 未満19 名 ，
6 ～ 1 1年未満21 名 ， 11年以上78名 で あ っ た 。
方法 は看護婦の専 門 的 自 律度 を 従属 変数 と し ， 就
業理由 ， 勤労意欲， 企業帰属意識等 を 独 立 変 数 と し
て ， こ れ ら の 関 係 を 調べ た 。 ま た ， 看 護 婦 の 職 階 ，
年令，経験年数， 婚姻等の違い に よ る 結 果 も 調 べ た 。
専 門 的 自 律 度 の 測 定 に は Pankratz の Pankratz
Nursing Questionnaire 5 ＞ の 日 本 版 6 ） を （ 以 降
PNQ と 呼称す る ） 使用 し た （信頼性係数 G は0.8123）。
勤労意欲の測定 に は 三隅等7 ） の勤労意欲測定尺度 を
使用 し た （信頼性係数 α は0.8593 ） 。 ま た ， 企業 帰 属
意識の 測定 に は 関本等8 ） の 開 発 し た 企業帰属意識測
定尺度 を 使用 し た （ 信 頼性係数 α は 0.8393） 。 就業
理由 は①生 き がい ， ②生計， ③集 団へ の 帰 属 等 の 3
つ の選択肢か ら 選定 さ せた。
調査方法 は 質問紙留置法で， 調 査者が回収 し た 。
調査期 間 は ， 1995年6月 1 日 か ら 15 日 ま で の 間 で、あ っ
た。
結果の統計処理 は 社 会情報サ ー ビ ス の PAS を 使
用 し ， one way ANOV Aの値 と 偏 相 関 係 数 を 算 出
し ， 信頼性係数 α の算 出 に は エ ス ・ ピ ー ・ エ ス ・ エ ス
株式会社の統計 ソ フ ト SPSS を 使用 し た 。
結 果
対象 を就労理 由別 に 分 け て み る と ， 生 き が い を 理
由 に し て い る 群 は 全体の34.2% (55 名 ） で ， 生 計 を
理由 に し て い る 群 は37.2% （印名 ） で ， 集 団 へ の 帰
属 を 理由 に し て い る 群 は28.6% (46名 ） で あ っ た 。
Table l の上段 に は看護婦の専 門 的 自 律度 と 就労
理由 と の 関 係 を ， 下段に は年齢別 の そ れ ら の 関 係 を
示 し た 。 生 き がい群の PNQl の82.8, PNQ3 の46. 1 ,
PNQ 合 計 の 182.6 は ， 生 計 群 の そ れ ら と 比 べ one
way ANOVA の結果有意 に 高 い値 を 示 し た 。 ま た ，
年齢 を 4 群 に分け て こ れ ら の値 を 比較す る と ， す べ
て の PNQ と PNQ の合計 に お い て ， 生 き が い を 理
由 に し て い る 41歳以上 の 群 は ， そ の 他 を 理 由 に し て
い る 群 ら よ り も 有意 に 高 い値 を 示 し た 。 し か し ， そ
の他の年齢群 に お い て は差が な か っ た 。
Table 2 の上段 に は 職階別 の就労理 由 の 違い に よ
る PNQ 得点 を 示 し ， 下段 に は 婚姻 別 の 就労 理 由 の
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Table 1 Relationship between nursing auto­
nomy and reasons of working 
n= 1 6 1  
Nursing 
Autonomy 




Motlvallon Llvellhood Belong 
for life 
G『oup n 55 60 46 
82.8* 79.9 77. 1 
53.7 53. 1  53.6 
46. 1 *  44. 1 44.5 
P NQtotal 1 82 6 *  1 77 . 1  
78.2 76.3 
8 1 . 4 82.4 
83.2 8 1 .0 
88 5 ’  83.0 
50.4 5 1 .8 
55.4 55.4 
54.6 53.6 
55.5 本 48 8 
44.4 42 2 
45. 1 45.6 
46.5 45. 1 
48.3** 4 1 . 0  
1 72.9 1 70.3 
1 82.0 1 83.4 
1 84 3 1 79 8 













3 1 ～40 
over41 
76.0 




3 1 ～40 
Over41 
One way ANOVA 念 p < 0 . 05 , ** p く0.01
違いに よ る PNQ 得点 を 示 し た 。 職階別 で は 婦 長 群
に お い て 生 き が い を 理 由 に し て い る 群 の PNQ3 の
47 .8は ， 就労理由 を 「生計j 「帰属」 に し て い る 群 の
そ れ ら の得点 よ り も 有意 に 高か っ た 。 婚姻別 で は 既
婚 群 に お い て 生 き が い を 理 由 に し て い る 群 の
PNQl, PNQ3, PNQ 合計等 の得点 は ， そ の 他 を 就
労理 由 に し て い る 2 群の そ れ ら よ り も 有意 に 高い得
点、 を 示 し た 。 し か し ，未 婚 群 に お い て は 就労理 由 の
違 い に よ る 差 は み ら れ な か っ た 。
Table 3 に は看護婦 の専 門 的 自 律度 と 勤労意欲 と
の 関 係 を 示 し た 。 PNQl ,2 ,3， お よ び PNQ の 合計 と
勤労意欲の下 位概念のモ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル と の 問
でのみ ， 有意水準 1 ～ 5 % の 範 囲 で そ れ ぞ れ0.202,
0.2回， 0 . 196, 0 .283の偏相関係数 を 示 し た 。 ま た ， 婦
長群 に はみ ら れ な か っ た が， 看 護 婦 群 の PNQl ,2,3
お よ び合計の得点 は ， モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル と の み
危険率 1 ～ 5 % の範囲の偏相関係数 を 示 し た 。 さ ら
に ， 年 齢 別 に み る と ， 看 護 婦 経 験 6 年 未 満 群 の
PNQ の いずれ も 勤労意欲 と は相 関 を 示 さ な か っ た
が， 経験年数 6 年以上 の 群 の PNQ は 勤 労 意 欲 の モ
Table 2 Relationship between nursing auto­
nomy and reasons working 
n = 1 6 1  
Nursing 
Autonomy 








79. 1 77 . 1  
5 1 .8 
53.2 53.6 
42 4 
44.2 44. 5 
1 84.0 
1 76 5 1 75.2 
79.8 76.9 
79.7 
53. 1  53.9 
53 2 
44. 1 44.8 
44.3 
PNQ1 Manager 87.7 
Nurse 8 1 .4 
PNQ2 Manager 54.3 
Nurse 53.6 
PNQ3 Manager 47.8 * 
Nurse 45.7 
PNQtotal Manager 1 89 . 7  
Nurse 1 80 7 
PNQ 1 Unmarried 80.4 
Married 85.0 *  
PNQ2 Unmarried 52.7 
Married 54. 1 
PNQ3 Unmarried 44.5 
Married 47.3 *  
PNQtotal Unmarried 1 77 . 5  1 77.6 1 75 . 4  
married 1 86.4* 1 77 . 2  
One way ANOVA t p <0.05 
チベー タ ー モ ラ ー ル と 危険率 1 ～ 5 % の範囲の偏相
関 係数 を 示 し た 。 つ ぎ に PNQ と 企業帰 属 意 識 と の
関 係 を み る と ， PNQl と 企業帰属意識の下 位 概 念 の
功利的帰属意識 と の 間 で の み ， 危険率 5 % の 偏 相 関
係 数 を 認め た （ Table 4 ） 。 ま た ， 職階別 の PNQ と
企業帰属意識 と の 関 係 を み る と ， 婦長群の PNQ2, 3 
お よ び合計の得点 と 帰属意識の 下位概念の 「組織 の
目 的 ・ 規範 ・ 価値観 を 受け入れる 意欲」 と の 聞 に 正
の偏相関係数を 示 し た 。 一方， 看護婦群 に お い て は
PNQl お よ び PNQ の 合計の得点 と ， 下 位 概 念 の 功
利 的帰属意識 と の 間 で正の偏相関係数 を 示 し た 。
考 察
本研究 に お い て 就労理由 を 生 き がい に し て い る 看
護婦群が， 生計お よ び帰属 を 理由 に し て い る 群 等 よ
り も PNQ 得点が有意に 高かっ た 。 こ の 理 由 は 仕事
に生 き がい を も っ者 は ， 生計Pの た め に働 く 者 ら よ り
も ， 自 己実現への欲求が高 く ， 深 く 仕 事 に 自 我 関 与
し て い る こ と か ら き て い る も の と 考 え ら れ る 。 Holl
等 I ） に よ れ ば 自 己実現欲求の よ う な高次欲求 と ， 職
務への 自 我関与 お よ び 自 律性 と は有意 な 相 関 があ る
と 報告 し て い る 。 即 ち ， 自 我関与 し て い れ ば い る ほ
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Table 3 Relationship between nursing autonomy and their morale 
n =16 1  
T h e  Morale 
Nursing Motive ta ���� �e Tea打ト Meeting ComπlU· Mental Business Autonomy Group Morale work Eva! nication Hygiene Criterion 
P N 0 1  0.202 本 ー0 088 0 . 1 0 1 -0 . 03 1  ー 0 1 55 0.021 ー0 039 
PN02 0.258 帥 ，O 077 -0 . 03 1 ー0 029 -0 001 -0. 044 -0.021 
PN03 0. 1 96 率 ・0 053 0 . 076 0 .062 0 . 023 -0.001 ー0 060 
PNOtotal 0.283** -0. 1 20 0 .063 -0.0 1 5  跡。087 -0. 025 -0 049 
N01 Manager 0 . 1 9 1 -0.041 -0 . 0 84 -0. 023 0 1 84 0.269 0.0 1 4  
Nurse 0 . 1 76 *  0 . 1 07 0 . 1 27 0 . 003 0 . 1 02 0.021  -0 . 0 98 
PN02 Manager 0 .437 -0 . 1 1 1  ・0 088 0. 296 0 308 ・0. 1 37 -0.287 
Nurse 0. 245** -0. 088 -0 026 ・0 041 -0. 035 －
。
0. 038 0 . 008 
PN03 Manager 0 . 465 -0 . 394 -0 098 0.088 0 563 06 1 -0. 1 42 
Nurse 0 . 1 86 恵 ”0 099 0 050 0 . 087 ・0 065 ・0059 ・0 063 
PNQtotal Manager 0 .4 1 3 ー0 . 1 85 -0. 1 08 0 . 1 23 0.389 0. 1 29 -0. 1 40 
Nurse 0 .26 1 ** -0. 1 29 0.074 0 . 0 1 5 -0. 092 ・0 048 -0 . 07 1  
P N Q 1  6～ 1 0  -0. 250 -0. 2 80 -0.027 ー0 440 0.479 0. 1 50 ー0. 325
1 1 ～ 0.523 傘 0 . 1 80 0 . 068 0 047 -0 1 66 0.064 ・0 005 
P NQ2 6 ～ 1 0 0 .575 *  -0. 093 ー0. 1 99 0.53 1 0. 4 1 0  0. 1 47 0 . 1 34 
1 1 ～ 0.746 "'* -0. 069 ー0 009 -0 . 00 1  0.053 ”0 1 33 -0. 1 04 
PNQ3 6～ 1 0  0 .297 -0. 1 63 0.245 -0. 274 0.339 0. 1 5 1  ー0. 1 57
1 1 ～ 0.245 本 ，0. 1 30 0 . 003 -0. 09 1  0. 1 29 -0 059 -0. 0 1 6 
PNQtotal 6～ 1 0  0. 6 1 5 本 ，0. 252 0.035 -0. 349 0.499 0 . 1 86 ー0. 2 1 2
1 1 ～ 0.239 事 0 . 026 0 . 042 -0. 005 -0 . 025 ・0 042 ー0 062 
Partial correlation coeflicient 傘 p く0. 05 , ** p くD 01 
Table 4 Relationship between nursing autonomy and their l evel ど仕事内容 を 熟知で き ， そ の 過
of organ izational commitm ent 程で研 かれた知性 と 才能 を 規制
n =161 さ れ た環境下で駆使で き る よ う
The Level of Organizational Commitment に な る こ と で 自 信カfっ き ， ま た ，
PNQ ：。r�田�.�：：ce�����ess Willingness Stay In Japanese Utilna付加 その過程で獲得 し た 自 ら の価値o n  t o  �ay in ri��：� ���『nil. commit-organ. organ. ment 観で意志決定 で き 行動 を 起 こ せ
Group 
PNQ1 ー0. 1 53 0 .008 0.051 -0. 1 25 -0. 050 0 1 63傘 る 能力がつ く 。 つ ま り ， 生 き が
PNQ2 ー0.064 -0.054 -0. 1 05 -0. 1 08 -0. 1 67 * 0. 1 53 い群の仕事への 関与態度か ら 白
PNQ3 0.002 0 . 095 -0 . 009 0.0 1 5  ・0. 0 1 3 0.033 
律性が育 ま れ， こ の結果 に つ な
PNOtotal -0. 1 08 0.01 5 ー0 0 1 8  ー0 . 1 06 -0. 1 00 0.0 1 3  がっ た も の と 考 え る
PNQ 1 Manager 0.322 ー0021 -0.032 -0. 234 0.091 0. 1 39 つ ぎ に看護婦 を 年齢区分 し て
Nurse ー0098 -0 0 1 6  0.039 ー0.093 -0.037 0. 1 99* 
就労理 由 別 に PNQ 得点 を 比較PNQ2 Manager 0.601 ＊ ・0. 285 ・0 037 -0. 2 1 6  -0.057 -0. 1 1 2 
Nurse -0 .0 1 2 0 .079 0.003 -0.021 -0. 068 0. 1 34 す る と ， 41歳未満の年齢群 に は
PNQ3 Manager 0.728 帥 －0. 1 85 0 . 073 -0.350 0.201 -0. 2 1 3  
Nurse 皐0 095 0. 1 40 ・0 045 -0. 0 1 7  -0. 1 22 0. 1 54 み ら れ な か っ た が， 41 歳 以 上 の
PNOtotal Manager 0.605 * -0. 263 -0. 0 1 0  ー0.308 0.092 ー0. 0 1 9 生 き がい を 就労理由 に し て い る
Nurse ー0088 0.075 0.006 -0.064 -0. 1 00  0.2 1 4牟 群の PNQ 得点 は ， そ の 他 を 理
Partial correlation coefflcler日 本 p <0 . 05 , n p < 0 . 01 由 に し て い る 群 の そ れ ら よ り も
高い値 を 示 し た の は ， 専 門 的 成
熟の差 と 職位 に お け る 役割の違
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看護婦の就労姿勢の専 門 的 自 律度への影響
い に よ る も の と 考 え ら れ る 。 こ の年齢層 は職場の婦
長あ る い は リ ー ダー 的立場 に あ り ， 役割上 自 己統制
し て 自 分の価値観 と 知力 で物事 を 決定 し采配あ る い
は リ ー ド し て い かね ばな ら な い た め ， お のづ か ら 自
律性の醸成 に つ な が り ， ま た ， 看護の 仕 事 を 生 き が
い に し て い る 群 は ， 自 己実現 を 目 的 と し た 意 欲 があ
る た め に ， 仕事への 自 我関与度 も 深 く ， 結 果 と し て
仕事の熟知度 も 高 ま り 自 己決定で き る 能力 がつ き ，
自 律性の成長 に つ な が り こ の結果 を も た ら し た も の
と 考 え る 。 特 に ， 婦長の生 き がい群の PNQ3 が ， 生
計や集団帰属 を 理由 に し て い る 群の そ れ ら よ り も 高
い の は （ Table 2 ) ,  PNQ3 は 「 医 師 と の 意 見 の 不
一致や患者の事柄 に対する 積極性J 9 ） を 測 定 し て い
る こ と を 考 え る と ， 婦長 は こ れ ら の事柄 を 積 極 的 に
履行す る 立場 に あ る た め に ， 生計の た め に 就労 し て
い る 婦長群 よ り も ， 生 き がい の た め に 就労 し て い る
婦長群の積極的 な 関 与 が PNQ3 を 高 く し た も の と
考 え る 。 婚姻別 に み る と ， 未婚群 に は み ら れ な か っ
たが， 既婚の生 き がい群の PNQl,3 お よ び合計得点
が生計群 や 帰 属 群 の そ れ ら よ り も 高 か っ た の は ，
「人間 は 仕事だ け で は な く さ ま ざ ま な 生活 経験 を 通
じ て ， 真の 自 己が成長 し 発展 し て い き ， こ の 過 程 で
生 き がい を 獲得 し 自 己実現が経過 し て い く も の で あ
る 」 と い う 説1へ ま た ， 自 己実現 に 向 う 道 は 自 分 自
身 に つ い て の 認識 ・ 理解 を 深め ， 自 発的 な 成 長 力 を
開放す る こ と に な り ， 至 っ て は 他 人 を 愛 し 気遣 う
「心の 自 由J を 得 る こ と がで き る よ う に な る と い う
考 え 11） を 繋げ る と ， Berne2 ） の①自 己理解 と 目 覚 め ，
②自 発性， ③親密 さ 等の 3 つ の能力 を 開放 で き る 自
律的 人 間 の特 徴 に た ど り つ く 。 つ ま り ， 看 護 に 生 き
がい を も ち ， 仕事や結婚生活 を 通 し て真の 自 己が発
展 し ， 自 律的 人間 と し て の 能力が培 わ れ る こ と か ら ，
こ の結果 を も た ら し た も の と 考 え る 。
つ ぎ に 看護婦の勤労意欲が専 門 的 自 律性 と どの よ
う な 関係があ る か を み る と ， い ず れ の PNQ 得 点 も
勤労意欲の下位概念 の モ チ ベ ー タ モ ラ ー ル と 正の偏
相関係数 を 示 し た 。 モ チ ベ ー タ モ ラ ー ル は仕事に 対
す る 意欲 ・ 満足度 を 測定 し て い る の で， 仕事へ の 意
欲 ・ 満足度 の 高い看護婦 は専 門 的 自 律度が高い こ と
を 表 し て い る 。 こ の 関 係 を 職階 別 で み る と （Table
3 ） ， 婦長群 で は み ら れ な いが看護婦群でみ ら れ た 。
特 に ， 看護経験年数が 6 年以上 に な る と 顕著 に な っ
nu 「「υ
て い る の は ， こ れ は 多感 な 時期 も 過 ぎ地位 も 得 て し
ま っ た婦長群 よ り も ， 年令的 に も 職位上 か ら も 多 感
で 自 己実現欲求の旺盛 な 時期 に あ る 看護婦の ほ う が，
成長動機12） が働 き 仕事に対す る 意欲 ・ 満足度が高 ま
り ，至 っ て は Berne の い う 自 律的 人 間 と し て の 能 力
が育成 さ れ る こ と か ら く る も の と 考 え る 。
つ ぎ に 企業帰属意識 と PNQ と の 関 係 で は ， 看 護
婦 全 体 か ら み る と ほ と ん ど 関 係 が な か っ た が
(Table 4 ） ， 職階別でみ る と ， 婦 長 群 に お い て 企業
帰属意識の下位概念の 「組織 の 目 的 ・ 規範 ・ 価値観
の受容j と PNQ2 ,3 お よ び合計得点 と 正 の相関 を 示
し た 。 自 律性 の あ る 人 間 は 自 分 を 取 り 巻 く 環境 に 対
し て 自 分 自 身 の 知覚で反応 し ， 自 発的 で柔軟性 があ
り ， 自 分 自 身 に 多 く の選択権があ る こ と を 知 っ て お
り ， 自 分の状況 と ゴー ル に 適切 だ と 判 断 し た 行動 を
と る と 云 わ れて い る 2 ） 。 し た が っ て ， 婦 長 は 所 属 組
織の 困難で複雑 な環境で， 自 己の 人格構造 を 正 し く
み つ め 自 己 を 適度 に コ ン ト ロ ー ル し ， し か も 役 割上 ，
主体的意志の発動 と し て の責任 の あ る 行動 と 自 己統
制 を 常 に 意識下 に お い た 行動が求め ら れ， 組織 の 目
的 ・ 規範の 中 に あ っ て も ， 婦長の こ の よ う な 姿 勢 で
の経験の 累積が 自 律性 を 育 む こ と に つ な がっ た も の
と 考 え る 。
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Summary 
The influence of the working attitudes 
(reasons of working, morale, the level of or­
ganizational commitment etc) on the nurses’ 
professional autonomy was examined. A sam­
ple consisted of 161 nurses working in six pub­
lic hospitals in Toyama. The scales used were 
Pankratz Nursing Questionnaire ( PNQ) , 
Organizational Commitment Questionnaies, 
and Morale Measurement Scale. The scores of 
nurses’ PNQ of the group that works for mo­
tivation showed statistically significant re­
sults compared with those in the groups that 
work for livelihood and other reasons. Their 
PNQ scores showed positive partial correla­
tion coefficient of significant level of 1 % to 
motiveta morale in sub-concepts of the mo・
rale. And then, managers’ PNQ scores were 
positively correlated with those of acceptance 
of organizational goal and norm in sub­
concepts of organizational commitments. The 
results suggest that nurses ’ reason of work­
ing, morale, and organizational commitment 
influence on their nursing autonomy. 
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